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平成 30 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

地域の居場所を学ぶーこれから地域デビューするために 
日 程: 2018 年 10 月 12 日（金） 

受講者数:11 名 

会 場：神戸商科キャンパス 大学会館別館 

講 師:野津隆志教授、當間克雄教授、和田真理子准教授  

近年、地域の人々のつながりを作るために、さまざまな団体やＮＰＯ法人が、さかんに集い場と

しての居場所を開設している。神戸でも居場所づくりが広がっている。この講座では、神戸での居

場所づくりの事例を紹介し、これからどのような居場所が必要か、どのように作っていったらいい

のかを、参加者と一緒に考えた。 

野津隆志教授は、政策科学研究所 NPO 研究連携センターの紹介、無縁社会と居場所づくりの重要性、居

場所の事例調査から分かったことを説明した。 

當間克雄教授は、「居場所の定義」について概説した後、神戸の居場所の事例として垂水区にある「舞

子坂ふーみん」、須磨区にある「板宿ばあちゃん」を紹介した。前者は地域の高齢者が食事や喫茶、講

座を受講するために集う居場所であり、後者は子供たちの寺子屋や高齢者向けの脳トレ麻雀愛好会、フ

ラワーアレンジメント等をする団体が集う居場所になっている。双方とも、地域の人たちが新たに集

い、生活を豊かにする居場所になっている。 

和田真理子准教授は、神戸と明石にまたがる明舞団地における多様な「居場所」を紹介し、その見える

化について説明した。 

その後、参加者全員と居場所づくりについて活発な意見交換を行った。 

参加者全員が現在、居場所運営に関わるか、あるいはこれから「居場所づくり」を行いたいと考えてい

る方たちだったので、積極的で有意義な発言が多く参加者同士のつながりづくりもできた。 

 


